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研究成果の概要（和文）：「太古代安定地塊がどうのように縮小するのか？安定地塊を核とした原生代造山帯はどのよ
うに発達し、それらが他の固体地球プロセスにどのように影響しているのか？」本研究は、太古代タンザニア地塊を核
に成長した原生代の地塊外縁造山帯を野外地質調査し、地塊外縁造山帯の約１５億年間の地史の情報抽出において鍵と
なる岩石試料に先端的な総合分析を応用した。タンザニア地塊を取り囲む地塊外縁造山帯は汎アフリカ造山時期の地殻
改変と短縮が顕著であるが、古原生、いわゆるエブルニア造山時期の情報は、高圧中間群変成帯とそれに関連した花こ
う岩バソリスが記録しており、顕生代以降の太平洋型造山帯に近似可能であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：High-pressure metamorphic rocks occurring sporadically around the Archean 
Tanzanian craton record a crustal evolution related to Paleo- and Neoproterozoic orogeny. Our integrated 
studies confirmed that the Paleoproterozoic subduction-related units including eclogite-bearing 
high-pressure intermediate-type metamorphic belt and coeval paired granitic batholiths are overprinted 
significantly by a Pan-African granulite-facies regional metamorphism and deformation. The Pan-African 
events intrusions played the most important role in the crustal evolution.

研究分野： 変成岩岩石学
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１．研究開始当初の背景 
 45:5 億年の地球史において太古代（40～25
億年前）のプレートテクトニクスの起動は海
洋プレートの沈み込み開始により地球表層の
原始地殻を花崗岩質の大陸地殻と玄武岩質の
海洋地殻に分別させた。とりわけ大陸地殻は
太古代～初期原生代に形成した地殻の一部を
現在まで保持し、2 億年より若い海洋地殻と
は化学組成と形成年代に関して極めて対照的
な存在である。この地殻の二極性は地球と他
の地球型惑星との決定的相違点であり、固体
地球内部の進化とダイナミクス及び、表層環
境に複雑性をもたらす要因の 1 つである。特
に形成年代の古い安定地塊は、冷たく（地殻
熱流量が極めて小さく）厚い大陸リソスフェ
アの存在で特徴付けられ、そのマントル対流
への熱的影響は原生代以降の超大陸の離合集
散のサイクルと安定地塊を核とした造山帯発
達（大陸成長）に深く関与してきた。しかし、
古い安定地塊がその形成時の地殻総量を保持
したまま大陸塊（大陸プレート）が成長して
いくことは決してない。地質時代を通して構
造侵食と改変による安定地塊の縮小化は地球
表層（地殻）の特徴から自明である。近年、
地球物理学のみならず、太平洋型造山帯の地
質学も大陸地殻の構造侵食による縮小の重要
性を認識した。 
 
２．研究の目的 
 「地球史を通して大陸地殻がどうのように
縮小するのか？太古代安定地塊はどのように
完全消滅を免れるのか？安定地塊を核とした
原生代造山帯（安定地塊外縁造山帯）はどの
ように発達するのか？そして、それらが他の
固体地球プロセスにどのように影響している
のか？」|安定地塊を核とした原生代造山帯の
横断線に沿った地質（特に、高変成度の変成
岩や花こう岩類）に記憶された地質情報を読
み解き、原生代造山帯発達様式のパターンを
把握することは、既存の大陸地殻の構造侵食
と改変の実像を把握する上で極めて重要な課
題である。また、地殻の二極性で特徴付けら
れる「地球」特有の地殻物質収支バランスの
理解と固体惑星「地球」の未来予想という視
点において地球惑星科学の挑戦である。 
 地球史のなかで「太古代安定地塊」の地質
学的本質を地球惑星科学の観点で理解したい。
本研究は先行研究の安定陸塊深部の岩石学
的・地球化学的知見も踏まえ、野外地質学と
先端的な岩石学・鉱物学・年代学を基軸にタ
ンザニア地塊外縁造山帯表層地質を水平方向
に解析した。特に、同造山帯の 15 億年間の発
達史を変成岩から定量的に読み解くことを目
指した。 
 
３．研究の方法 

 本研究は、太古代タンザニア地塊を核に成
長した地塊外縁造山帯の 3 本の横断線を精査
し、野外地質学を主体に鍵となる岩石試料に
先端的な総合分析を応用することで、タンザ
ニア地塊外縁造山帯から時間－空間－原岩－
温度・圧力－化学組成情報を抽出した。特に、
（1）造山帯横断線上の変成・火成・原岩年代
の連続性・極性、（2）汎アフリカ期の地殻改
変、（3）約 15 億年間に失われたコンポーネン
ツ、をそれぞれ定量的に解析した。野外地質
調査と試料採集はダルエスサラーム大学の教
員らと一緒に組織した調査隊を結成し、3 シ
ーズン実施した。 
 また、古原生代以降の大陸塊縁の造山帯発
達様式パターンの理解を目指し、顕生代の造
山帯構成岩に関する相補的な研究と、文献調
査に基づいた対比・比較を行った。 
 
４．研究成果 
 太古代タンザニア地塊を核に成長した地塊
外縁造山帯の構成岩類のうち、特に、古原生
代の高変成度の玄武岩質変成岩（エクロジャ
イト、グラニュライト）が点在する地帯が、
高圧中間群変成帯として認識できることを見
出した。この変成帯（全長約 150km、幅約 40km）
は藍閃石を欠くものの、バロア閃石（＝藍閃
石成分に富んだ Ca-Na 角閃石;国内では三波
川帯の塩基性片岩に産出が知られる）が広域
的に産するという点で、顕生代以降の藍閃変
成帯に近似可能であり、最古の現行型沈み込
み帯を示す地質学的証拠として位置付けられ
る。野外地質調査で得られた情報に加えて、
採取した岩石試料の詳細な総合解析の結果、
特に、高圧中間群変成帯から新しく見出され
た藍晶石を含むエクロジャイト質岩の変成圧
力−温度−年代履歴の解読に成功した。この変
成岩は、グラニュライト相の重複を被ってい
るが、藍晶石とざくろ石には、エクロジャイ
ト相の鉱物組み合わせ（含水鉱物も含む）の
保持が確認された。総合解析を行った結果、
グラニュライト相の重複とそれに先立つエク
ロジャイト相の鉱物組み合わせの変化に対応
した形成時期を記録した年代累帯ジルコンを
発見し、それぞれの変成年代の決定に成功し
た。この変成岩試料によって、太古代タンザ
ニア地塊を核に成長した地塊外縁造山帯にお
けるエクロジャイト相（古原生代）とグラニ
ュライト相変成作用（新原生代）の時期が明
瞭になった。 
 地塊外縁造山帯は、高圧中間群変成帯の他
に、古原生代の花こう岩バソリス帯が主要な
構成であった。太古代地塊と地塊外縁造山帯
の地質境界は漸移的ではなく断層関係であっ
た。タンザニア地塊の南西部では横ずれ断層
で接する一方、東部ではタンザニア地塊の構
成岩が地塊外縁造山帯に衝上する。しかしな



がら、それらの断層関係は新原生代、すなわ
ち、アフリカ東部に汎アフリカ造山時期の変
動による公算が高い。タンザニア地塊外縁造
山帯の約１５億年間の地史においては、汎ア
フリカ造山時期の地殻改変と短縮が顕著であ
る。しかしながら、それに先立つ、古原生、
いわゆるエブルニア造山時期の情報は、高圧
中間群変成帯とそれに関連した花こう岩バソ
リスが記録しており、顕生代以降の藍閃変成
帯に近似可能である。 
 なお、本研究で得られた一連の研究成果と
分析技術は平成２７年度採択科学研究基盤 B
「現行型沈み込み帯出現の地質学的証拠：古
原生代、高圧中間群変成帯の総合研究（代表：
辻森」においてさらなる発展と新展開が期待
される。 
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